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内容の要旨

本研究は，社会文化的文脈における幼児の数的発達を検討するものである。幼児の数的発達に関する

従来の研究では，環境から切り離された個人に焦点をあて，その年齢依存的発達を取り上げてきた。人

は生得的に数能力獲得の基盤をもつが，早期の計数が不完全である(e9.,Fuson,1988)ことなどからも

示唆されるように，幼児は生得的な能力のみに頼るのではなく，社会文化的環境との関わりあいのもと，

自らの経験を通してより高度な技能や理解を獲得する。より具体的には，幼児は自らがおかれている文

化の価値が反映された数的活動への参加(e､9.,Guberman,1992）や数システムなどの道具の使用(e､g､，

Miller＆Stigler,1987)を通して数的技能や理解を発達させる。そのため，個人の数的発達についての

十分な理解を，その学習が行われている社会文化的文脈から切り離して得ることは難しい。本研究では

社会文化的文脈における幼児の数的発達を，幼児の自発的行動に対する大人の適切な応答発展により促

されるものと捉え検討した。具体的には，１年間のcross-sectionallongitudinalstudyを実施し(Star‐

key,2002,2003)，幼児の数的発達を幼稚園での保育実践における教師の支援との関連で捉え，以下の

四つの点について実証的に検討した。

第１に，文脈的要因が幼児の数的発達におよぼす影響を検討した（第３章)◎本研究では特に両親の学

歴と，就学前施設における保育活動の構成という二つの要因に注目し，３．４歳児２０１名を対象に園年

度の初めと園年度末の２回にわたり数的能力の総合的評価を個別に行い検討した。課題は数，算術，空

間幾何，測定，パターンの領域にわたる１７課題で構成された。アメリカをはじめとする国々では(e､g､，

Saxe,Guberman,＆Gearhart,1987)，就学前の幼児の数的能力に多くの場合に社会階層差が認められ，

中産階級の幼児が労働階級の幼児の成績を上回る。本研究では両親が高学歴/低学歴の幼児を比較する

ことで，数的能力の社会階層差について検討した。結果，高学歴の両親をもつ幼児は低学歴の両親の幼

児よりも有意に成績が高いことが認められたが，その差は小さく，総合的な数的能力では年齢差の

1/3～l/５ほどだった。日本でも他国同様，高学歴の親は低学歴の親に比べ３．４歳頃から，より豊富な

環境を幼児に提供することが示唆された。本研究ではもう一つの文脈的要因として，幼児の数的発達に
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おける，就学前施設での保育活動の構成の影響を検討した◎東アジアの幼児の数的能力は同年齢の欧米

の幼児に優るという(e､g､,Ginsburg,Choi,Lopez,Netley,＆Chi,1997)。その理由として，日本では就

学前教育が重要な役割を果たすことが指摘されているが(Hataｎｏ＆Inagaki,1999)，日本国内の就学前

施設における保育活動の構成は一様ではない。例えば，保育者主導の活動に多くの時間を割り当てる園

もあれば，自由遊び活動が中心の園もある。そこで本研究では，対象児が通う園を各園で１日に標準的

に行われている保育者主導の活動の長さにより３群に分け，幼児の数的能力の発達への影響を検討し

た。園年度末の幼児の数的課題における成績を比較した結果，保育者主導の活動に多くの時間を割り当

てている園の幼児は，それらの活動に中程度の時間を割り当てる園や自由遊びに長い時間を割り当てる

園の幼児よりも，数に関係した課題の成績が高かった。そのような傾向は３歳児・４歳児ともに認めら

れた。３歳児ではまた総合的な数的能力についても同様の傾向が認められた。保育者がすべての保育者

主導の活動に同じ割合で数的要素を取り入れたと仮定したら，保育者主導の活動時間が長い園は，それ

らの活動を通してより多くの数的要素を紹介することで，幼児の数的発達を促したことが示唆された。

第２に，幼児の数的発達における日本語の影響を検討した（第４章)。言語の影響については，規則正

しく十進法に従う東アジアの数システムに注目した研究が数多く行われ，その影響は弱くはあるが

(Saxton＆Towse,1997),東アジアの幼児の数的理解を促進する役割を果たしていることが指摘された

(e､9.,Miller＆Stigler,1987)。本研究では，日本の幼児の数的発達に影響する可能性のあるもう一つの

要因として，助数詞の使用と理解からの影響を検討した。日本語では数を数えるときに「1本」「２枚」

などの助数詞を用いる。本研究では，３．４歳児を対象に「人」「匹」「羽」「本」「枚」といった主な助数

詞について１年間隔で２回にわたり質問し，日本の幼児の数的発達における助数詞の影響を検討した。

結果，助数詞の使用は幼児の数的発達を促進する役割も妨害する役割も果たさず，数的学習には影響し

ないことが示唆された。これは，数量化において助数詞を無視しても影響がないことを，幼児がすばや

く学習することによるかもしれない。

第３に，幼稚園で行われている数的活動を詳細に検討した（第５章)。具体的には，数的活動の種類と

頻度および数的活動における教師の数的支援を詳細に検討した。日本の幼稚園での数的活動について

は，教師の報告などから多くのエピソードが報告されているが（山内、1994)，実証的に検証したものは

少ない。本研究では．東京都・神奈川県の私立幼稚園７園１４クラス（年少７クラス，年中７クラス）を

対象に1年間にわたり計７０回の自然観察調査を実施した。教師の計画・主導のもとにクラスの幼児全

員が特定の課題に関与する教師主導の活動を分析した結果，約４０％に教師および幼児の数量行動が認

められた。数的領域の中では数に関係したものが教師主導の数的活動の８５％の活動で最も頻繁に認め

られた。幼児の数的学習を直接的な指導の目的とした教師主導の保育活動はごく少数であった。数的要

素は「出欠の確認」などの日課活動，および「歌を歌う」「製作」などの設定保育に頻繁に認められ，そ

れらの活動において教師は欠席児の人数を男女別に数えさせてから合計を尋ねる，歌詞に数的要素が含

まれている歌を幼児に紹介する，製作材料の数量や形の確認を幼児に促すなどの方法で幼児の数的学習

を支援していた。

最後に，幼児の数的発達における幼稚園教師の数的支援の影響を検討した（第６章)。具体的には，第

５章で観察された私立幼稚園７園１４クラス（年少７クラス，年中７クラス）における教師主導の数的活

動の程度と，それらのクラスの幼児１３０名の数的能力との関係を検討した。幼児の数的能力の評価は園

年度の初めと園年度末の２回にわたり行われた。幼児の園年度末の数的課題の成績を比較した結果，教
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師主導の数的活動を多く与えられたクラスの幼児は，それらの数的活動がより少ないクラスの幼児より

も，数に関係した課題の成績が高かった。そのような傾向は３歳児と４歳児の両方に認められた。４歳

児ではまた総合的な数的能力についても同様の傾向が認められた。日本の幼稚園教師は，幼児の数的能

力，なかでも数に直接関係した能力の発達を効果的に促すことが示された。

本研究では，日本の幼稚園教師は体系だった指導に頼らずに幼児の数的発達を効果的に促す役割を果

たすことが示された。日本の幼稚園では幼児の数的学習を直接的な目的とした活動はほとんど行われ

ず，幼児の数量行動への支援は，特に数に関係したものが教師主導の保育活動全般にわたり分散的に，

しかし比較的頻繁に生じることが示された。幼稚園教師は，意図しているかどうかに関らず，教師主導

の活動において数に注目し比較的頻繁に幼児に提示した。教師はまた，数的質問をすることで，数への

関与を幼児に促す傾向が認められた。このような幼稚園教師の数的支援は，算数の学習に価値を見出す

日本の文化を反映するもの(Hatano,1990)と考えられる。日本の幼児教育への課題としては，現在頻繁

に行われている数に関係した活動以外に，パターンをはじめとする幅広い数的領域に関係した活動にも

注目することが挙げられる。また，異文化間研究を行うことで幼児の数的発達における教師の数的支援

の影響についてのより深い理解が得られるだろう。

論文審査の要旨

榊原知美君提出の学位請求論文“ＹＯＵＮＧCHILDREN'ＳＭＡＴＨＥＭＡＴＩＣＡＬＤＥＶＥＬＯＰＭＥＮＴＩＮ

ＴＨＥＳOCIOCULTURALCONTEXT"の審査は，査読の後に，２００４年６月２４日に公開口頭試問を行

い，主査，副査が合議した。その結果，審査者全員が本論文を博士（教育学）に相当するものと評価し

たので，慶応義塾大学大学院社会学研究科に報告する。審査の概要は以下のとおりである。

本論文は，社会文化的文脈における幼児の数的発達を検討している。幼児の数的発達に関する従来の

多くの研究では，環境から切り離された個人に焦点をあて，その年令依存的発達を取り上げてきた。し

かし，幼児は生得的に数能力獲得の基盤をもつとはいえ，社会文化的環境と関わりあいながら，自らの

経験を通してより高度な技能や理解を獲得する。より具体的には，幼児は自らがおかれている文化の価

値が反映された数的活動への参加や数システムなどの道具の使用を通して数的技能や理解を発達させ

る。そのため，数的発達について十分理解するためには，発達の社会文化的文脈を明らかにする必要が

あるにもかかわらず，こうした研究はきわめて少ない。本論文では，幼児の自発的数行動に対する大人

の適切な応答発展に注目し，二つの年齢集団を１年間にわたって縦断的に追跡するという方法で，幼児

の数的発達と幼稚園での保育実践における教師の支援との関連を検討している。

これにより，主として次の３点が明らかにされた。第１は，両親の学歴の影響である。３．４歳児２０１

名に園年度の初めと園年度末に，数，算術，空間幾何，測定，パターンの領域にわたる数的能力の総合

的評価を個別に行なった。アメリカをはじめとする国々では，就学前の幼児の数的能力に多くの場合に

社会階層差が認められ，中産階級の幼児が労働階級の幼児の成績を上回ることが知られている。本論文

では両親が高学歴/低学歴の幼児を比較することで，数的能力の社会階層差について検討した結果，高

学歴の両親をもつ幼児は低学歴の両親の幼児よりも有意に成績が高いことが認められたが，その差は小

さく，総合的な数的能力では年齢差のｌ/3～l/５ほどだった。

第２に，東京都・神奈川県の私立幼稚園７園１４クラス（年少７クラス，年中７クラス）を対象に１

年間にわたり計７０回の自然観察調査に基づく数的活動の詳細な検討により，教師主導の集団活動では
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約４０％に教師および幼児の数量行動が含まれることが分かった。ただし，幼児の数的学習を直接的な

指導の目的とした教師主導の保育活動はごく少数であった。数的領域の中では数に関係したものが最も

頻繁に認められた。数的要素は「出欠の確認」などの日課活動，および「歌を歌う」「製作」などの設定

保育に頻繁に認められ，それらの活動において教師は欠席児の人数を男女別に数えさせてから合計を尋

ねる，歌詞に数的要素が含まれている歌を幼児に歌わせる，製作材料の数量や形の確認を幼児に促すな

どの方法で幼児の数的学習を支援していた。

最後に，こうした幼稚園教師の数的支援が幼児の数的発達に及ぼす影響が検討された。具体的には，

教師主導の数的活動の程度と，それらのクラスの幼児の数的能力の伸びを検討した結果，教師主導の数

的活動を多く与えられたクラスの幼児は，それらの数的活動がより少ないクラスの幼児よりも，数に関

係した課題の成績ののびが大きいことが分かった。日本の幼稚園教師は，幼児の数的能力，なかでも数

に直接関係した能力の発達を効果的に促す，と論文提出者は主張している。

このように本論文は、日本の幼稚園教師の働きかけが，体系だった指導に頼らずに幼児の数的発達を

効果的に促す可能性を強く示唆している。論文提出者は，大規模な日，米、中３か国の比較文化的研究

に参加する機会を得たことで,多数の幼児の数的能力の総合的評価を行うことができたが，それ以上に、

幼稚園教師の働きかけの継続的な観察と詳細な分析を行うことで，幼児の数的発達における教師の数的

支援の影響についての我々の理解を深めることに貢献した，といえよう。

もちろん，本論文にも限界があることは明白である。そこで得られた知見の多くは，相関的なものに

とどまっており，今後実験的介入などを行うことで，それらが因果的にも関連しているかを確かめるこ

とが必要である。また，これと関連して，数的発達のメカニズムの認知的分析が必要で，そうでないと

要するに「教えればそれだけ能力が伸びる」といった，教育界に根強い経験主義的解釈を補強するもの

になる恐れなしとしない。しかし，課程博士の学位請求論文としては，本論文に注がれた労力，注意深

さ，丹念さは十分評価に値すると考える。


